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３
月
号

絵
手
紙

大
師
中
央
支
部
田
中
え
み
子

青い空
　

昨
年
11
月
に
日

本
高
齢
者
大
会
が

京
都
で
開
か
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
大

会
は
何
回
か
参
加

し
て
お
り
、
今
回
も
行
く
と

し
た
ら
移
動
分
科
会
の
「
山

宣
の
足
跡
・
平
等
院
」
に
参

加
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た

が
、
体
力
的
に
自
信
が
な
く

見
送
り
ま
し
た
。山
宣
と
は
、

戦
前
の
政
治
家
山
本
宣
治
の

こ
と
。
私
は
数
年
前
、
友
人

か
ら
誘
わ
れ
て
山
宣
の
お
墓

資
料
館
、「
花
や
し
き
浮
舟

園
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

50
年
く
ら
い
前
に
映
画
「
武

器
な
き
斗
い
」を
観
た
後
に
、

西
口
克
己
著
の
「
山
宣
」
も

読
み
ま
し
た
。
１
９
２
９
年

山
宣
が
暗
殺
さ
れ
た
あ
と
遺

志
を
汲
ん
だ
人
た
ち
か
ら

「
山
宣
病
院
を
作
ろ
う
」
と

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
当
時

庶
民
が
病
院
に
気
軽
に
行
け

な
い
時
代
に
「
実
費
診
療
所
」

が
作
ら
れ
て
い
き
、
東
京
・

大
崎
〈
現
品
川
区
）
に
「
大

崎
無
産
診
療
所
」
が
誕
生
、

そ
の
後
全
国
に
広
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
治
安
維
持
法
下

の
弾
圧
の
中
11
年
間
運
動
は

継
続
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運

動
の
経
験
が
戦
後
の
民
主
医

療
機
関
の
出
発
点
に
生
か
さ

れ
て
き
た
の
で
す
。
も
う
す

ぐ
山
宣
の
命
日
３
月
５
日
で

す
。
各
地
で
山
宣
祭
が
開
か

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
山

宣
の
息
絶
え
し
処
千
代
田
区

が
『
ま
ち
の
記
憶
』
と
顕
彰

し
た
り
」
永
嶋
民
男
（
宣
治

の
孫
の
夫
）

編
集
委
員　

谷
田
部
洋
子

神
戸
大
学
名
誉
教
授　

広
木
克
行
氏
講
演

不
登
校
を
み
ん
な
で
考
え
る

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
〜

助
言
や
指
導
で
は
な
く
、共
感
と
理
解
を

助
言
や
指
導
で
は
な
く
、共
感
と
理
解
を

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る「
不
登
校
」の
問
題
に
つ
い
て
、

２
月
５
日
、
川
崎
市
教
育
文
化
会
館
で
「
不
登
校
を
み
ん
な
で
考
え
る
〜
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
〜　

そ
の
ま
ま
を
受
け
止
め
る
・
認
め
る
」
と
題
し
て
、
広
木
克
行
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
木
さ
ん
は
「
助
言
や
指
導
で
は
な
く
、
共
感
と
理
解
を
」
と
話
し

参
加
者
の
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
「
令
和
４
年
度
教
育
文
化
会
館　

市
民
自
主

企
画
事
業
」
と
し
て
川
崎
市
教
育
員
会
が
主
催
し
、
川
崎
医
療
生
協
の
組
合
員
で
つ
く
る
「
ぷ

れ
〜
ん　

不
登
校
を
考
え
る
親
の
会　

川
崎
区
」
が
実
施
母
体
と
な
っ
て
２
０
２
２
年
度
か
ら

開
催
し
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。
広
木
さ
ん
の
話
を
中
心
に
問
題
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
心
の
傷
」へ
の

２
つ
の
表
出

　

広
木
さ
ん
は
、
学
校
や
家
庭

の
中
で
、
不
安
・
恐
怖
・
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
「
心
の
傷
」
を
負

っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
２
つ
の

表
出
の
仕
方
で
大
人
た
ち
に
訴

え
て
く
る
と
話
し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、「
外
交
的
表
出
」

で
、
物
を
壊
す
行
為
や
、
暴
力

な
ど
で
訴
え
て
く
る
表
出
。
も

う
ひ
と
つ
は
「
内
向
的
表
出
」

で
、
自
傷
的
行
動
や
お
腹
や
頭

が
痛
い
な
ど
の
症
状
で
訴
え
て

く
る
表
出
で
す
。

　

不
登
校
と
い
う
行
動
は
、「
心

の
傷
」
に
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
耐

え
て
き
た
末
に
、
表
し
て
き
た

行
動
で
、
子
ど
も
た
ち
は
不
登

校
に
な
る
前
か
ら
苦
し
い
思
い

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
不

登
校
状
態
に
な
る
と「
心
の
傷
」

は
二
重
に
な
り
ま
す
。
も
と
も

と
の
不
安
や
恐
怖
、
ス
ト
レ
ス

の
他
に
、「
自
己
否
定
感
」
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
な
い
の

は
弱
い
子
だ
か
ら
」

「
学
校
に
行
か
な
い

で
、
親
を
苦
し
め
て

い
る
の
は
悪
い
子
」

「
ダ
メ
な
自
分
に
は

将
来
が
な
い
」な
ど
、

孤
立
感
と
存
在
不
安

か
ら
自
己
否
定
に
陥

り
ま
す
。

子
ど
も
の

今
を
大
切
に

　

学
校
に
行
け
な
く

な
っ
た
子
ど
も
を
み
て
、
親
は

「
こ
の
子
の
将
来
は
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
」
と
、
す
ご
く
不
安

に
な
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

不
登
校
の
子
ど
も
は
今
、
自
分

の
苦
悩
と
向
き
合
う
「
仕
事
」

を
し
て
い
ま
す
。
傷
つ
い
た
自

分
の
心
と
向
き
合
っ
て
い
る
、

子
ど
も
の
今
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。
将
来
、
高
校
に
行
く
こ

と
、
大
学
に
行
く
こ
と
、
仕
事

に
就
く
こ
と
の
た
め
に
、
今
、

学
校
に
行
っ
て
勉
強
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
風
に
考
え

な
い
で
ほ
し
い
。

　

今
、生
き
て
い
る
子
ど
も
の
、

不
安
や
恐
怖
を
感
じ
、
自
分
自

身
を
責
め
て
い
る
子
ど
も
の
心

を
思
い
、
寄
り
添
う
「
ケ
ア
」

を
し
て
ほ
し
い
。
助
言
や
指
導

を
す
る
の
で
は
な
く
、
共
感
と

理
解
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に

は
子
ど
も
の
話
を
聞
く
姿
勢
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が

話
し
て
く
れ
る
行
為
自
体
の
大

切
さ
を
思
い
感
謝
し
、
話
の
内

容
は
丸
ご
と
受
け
止
め
、
疑
問

や
評
価
は
保
留
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
疑
問
は
子
ど
も

に
ぶ
つ
け
な
い
で
、
不
登
校
の

親
の
会
や
相
談
で
き
る
人
た
ち

に
聞
い
て
み
る
の
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

学
校
が
怖
い

　

教
室
の
中
で
先
生
の
怒
声
と

指
示
・
命
令
的
な
言
葉
は
、
低

学
年
の
子
ど
も
に
は
恐
怖
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
生

の
目
に
は
見
え
に
く
い
、
教
室

の
中
で
の
子
ど
も
同
士
の
支
配

と
い
じ
め
は
、
学
校
を
よ
り
怖

い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

偏
差
値
至
上
の

価
値
観

　

義
務
教
育
と
高
等
教
育
を
一

緒
に
し
て
い
る「
中
高
一
貫
校
」

の
存
在
は
、
教
育
の
競
争
の
低

年
齢
化
と
教
育
虐
待
の
急
増
を

招
い
て
い
ま
す
。

　
「
良
い
学
校
」「
良
い
大
学
」

「
良
い
就
職
」
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
価
値
観
で
、

親
が
子
ど
も
の
た
め
に
と
塾
に

通
わ
せ
、
食
事
も
制
限
す
る
な

ど
を
子
ど
も
に
押
し
付
け
る
こ

と
は
、
虐
待
に
近
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
の

期
待
に
応
え
よ
う
と
無
理
し
て

が
ん
ば
り
、
成
績
が
悪
い
と
見

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
に
陥
っ
て
し

ま
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
自
己
を
形
成
す
る

う
え
で
大
き
な
障
害
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
競
争
の
低
年
齢
化
で

は
、
小
学
校
受
験
ど
こ
ろ
か
幼

稚
園
受
験
ま
で
、
子
ど
も
た
ち

が
こ
の
時
期
に
本
来
経
験
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い「
生
活
体
験
」

「
仲
間
と
の
遊
び
」
が
軽
視
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
脳
の
成
長

に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
偏
差
値
至
上
の
日
本
の

教
育
を
変
え
て
い
か
な
い
と
、

心
に
傷
を
負
う
子
ど
も
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
北
欧
な
ど
の
教
育
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
自
身
の

「
学
び
」
の
力
を
育
て
る
教
育

に
変
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　「不登校や子育てに悩んでいる親御さんの力
になれたら！」と、不登校の子どもをもった
ことがある親が立ち上げ、毎月第２日曜日に
交流や講演会を開催しています。川崎市には
「川崎不登校・ひきこもり親の会ネットワーク」
という、市内の不登校やひきこもりの課題を
一緒に考え活動するネットワークがあり、ぷ
れ～んもそのネットワークに参加しています。

　問い合わせ：「ぷれ～ん 不登校を考える親
の会 川崎区」の城谷（電話090‒6706‒5454）
まで。

ぷれ～ん
不登校を考える親の会

in 川崎区
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川
崎
医
療
生
協
・
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

脳
が
神
経
細
胞
の
か
た
ま

り
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
す
よ
ね
。
で
は
脳
は

ど
の
よ
う
に
誕
生
し
、
発
達

し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

神
経
細
胞
は
細
長
い
電
線

の
よ
う
な
構
造
を
し
て
お

り
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
も
呼
ば

れ
ま
す
の
で
、
以
下
は
こ
の

名
称
を
用
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
網
状
の
構

造
を
な
し
、
シ
ス
テ
ム
と
し

て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た

生
物
は
ヒ
ド
ラ
で
す
。
イ
ソ

ギ
ン
チ
ャ
ク
と
同
じ
仲
間
で

あ
る
ヒ
ド
ラ
は
、
移
動
し
、

え
さ
を
捕
ら
え
、
消
化
し
ま

す
。
常
に
新
し
い
細
胞
を
作

り
だ
し
て
自
分
の
身
体
を
更

新
し
続
け
る
た
め
、
不
老
不

死
の
生
物
で
す
。
ヒ
ド
ラ
の

よ
う
な
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
網
状

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
「
肺
炎
球
菌
」
と
は
肺
炎

を
引
き
起
こ
す
細
菌
で
、
一

部
の
人
の
鼻
や
の
ど
に
定
着

す
る
常
在
菌
で
す
。
日
本
人

の
死
因
第
４
位
の
肺
炎
を
、

一
番
多
く
引
き
起
こ
す
原
因

が
こ
の
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺

炎
球
菌
の
種
類
は
90
種
類
を

超
え
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
の
発
症
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
に
は
「
ニ
ュ

　

川
崎
医
療
生
協
で
は
、１
月
に
予
防
接
種
を
テ
ー
マ
に
第
３
回
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー（
法

人
健
康
づ
く
り
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
法
人
本
部
を
本
会
場
と
し
て
、
京
町

診
療
所
と
久
地
診
療
所
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
会
場
を
設
置
し
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

予
防
接
種
の
な
か
で
も
主
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
京

町
診
療
所
の
栗
原
永
実
保
健
師
が
講
師
と
し
て
話
を
し
ま
し
た
。
免
疫
や
感
染
症
の
説
明

か
ら
始
ま
り
、
一
般
的
な
予
防
接
種
に
つ
い
て
「
予
防
接
種
の
目
的
」
「
副
作
用
と
副
反

応
の
違
い
」
「
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
接
種
間
隔
」
「
注
射
の
方
法
」
「
予
防
接
種
の
分
類
」

な
ど
の
説
明
を
し
ま
し
た
。（
以
下
、
講
演
の
内
容
）

ー
モ
バ
ッ
ク
ス
」
と
「
プ
レ

ベ
ナ
ー
」の
２
種
類
が
あ
り
、

両
方
の
接
種
で
発
症
が
63
％

減
り
死
亡
率
も
低
下
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
に
は
、
注
射
部
分
の
痛
み

や
発
赤
、
腫
れ
、
頭
痛
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種

に
は
公
費
補
助
が
あ
り
ま
す
。

帯
状

疹
ワ
ク
チ
ン

　

帯
状
疱
疹
は
水す

い

痘と
う

（
水
ぼ

　

プ
ラ
ナ
リ
ア
の
よ
う
な
ニ

ュ
ー
ロ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を

「
籠
状
神
経
系
」
と
呼
び
ま

す
。
プ
ラ
ナ
リ
ア
も
再
生
力

が
強
く
、
な
か
な
か
死
な
な

い
生
物
で
、
横
に
ふ
た
つ
に

切
断
す
る
と
、
２
匹
の
プ
ラ

ナ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
頭
化
が
進
ん
だ
の

が
昆
虫
で
す
。
は
っ
き
り
し

た
頭
を
持
ち
、
頭
部
に
は

「
脳
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
ニ

ュ
ー
ロ
ン
の
集
合
体
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
昆
虫
の
ニ
ュ
ー

ロ
ン
の
分
布
は
お
腹
側
に
形

成
さ
れ
、
私
た
ち
脊
椎
動
物

は
背
中
側
に
形
成
さ
れ
る
の

が
大
き
な
違
い
で
す
。
次
回

は
我
が
家
の
庭
に
住
む
ア

リ
、
カ
エ
ル
た
ち
の
脳
を
比

較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

構
造
を
「
散
在
神
経
系
」
と

呼
び
ま
す
。

　

ヒ
ド
ラ
か
ら
少
し
進
化
し

た
神
経
系
を
も
っ
た
生
物
が

プ
ラ
ナ
リ
ア
で
す
。
細
長
い

か
ら
だ
に
は
頭
部
と
尾
部
が

あ
り
、
頭
部
に
ニ
ュ
ー
ロ
ン

が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

頭
部
に
は
口
と
光
を
感
じ
る

杯
状
の
目
が
一
対
あ
り
、
口

か
ら
え
さ
を
捕
ら
え
て
消
化

管
に
送
り
込
ま
れ
ま
す
が
、

肛
門
は
な
く
、
消
化
物
は
枝

分
か
れ
し
た
消
化
管
に
拡
散

さ
れ
て
吸
収
さ
れ
ま
す
。
プ

ラ
ナ
リ
ア
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー

ロ
ン
や
目
の
よ
う
な
感
覚
器

が
前
方
（
頭
部
）
に
集
ま
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
「
頭
化

（
と
う
か
）」と
呼
び
ま
す
が
、

脳
の
原
型
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

う
そ
う
）・
帯
状
疱
疹
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染

症
で
、
日
本
人
の
90
％
以
上

の
人
の
体
内
に
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
潜
ん
で
い
ま
す
。
80
歳

以
上
で
は
、
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
に

は
「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ

な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」
は

50
歳
以
上
で
は
、
発
症
予
防

効
果
が
97
％
と
い
う
研
究
結

果
が
あ
り
、
高
い
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副

反
応
と
し
て
、
注
射
部
位
の

痛
み
や
腫
れ
、筋
肉
痛
、疲
労

感
、頭
痛
な
ど
が
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
は
川
崎
医
療
生
協
の

組
合
員
は
２
万
９
０
０
円

で
、
組
合
員
以
外
は
２
万
６

１
２
５
円
に
な
り
ま
す
。

講
演
内
容
が

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

　

参
加
者
か
ら
は
、
帯
状
疱

疹
の
治
療
中
の
人
か
ら
の
多

く
の
質
問
が
で
て
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
の
最
後
に
は
、「
予
防

接
種
前
後
で
の
注
意
点
」
と

し
て
問
診
票
の
記
入
や
確
認
、

予
防
接
種
前
後
で
の
自
分
の

健
康
状
態
の
確
認
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な

り
ま
す
。
希
望
す
る
組
合
員

に
は
１
０
０
円
で
販
売
さ
れ

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

（
０
４
４

－

２
６
６

－

７
５

３
２
）
ま
で
。 神経から脳へ第27回 神経神経からか 脳第

生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

ケアマネジャー（有資格者） １９．６万円～ 　　 初心者歓迎！！
福祉用具専門相談員（無資格者可） １７万円～ 要普通免許！！
問い合わせ先 かりん ０４４-２８７-７３９０又は０４４-２０１-７１０３

☎044‒533‒1223

☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395 ☎044‒287‒7510

☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

☎044‒287‒7390

かりん職員募集中！！

肺
炎
球
菌
、帯
状
疱
疹
な
ど

肺
炎
球
菌
、帯
状
疱
疹
な
ど

 
「
予
防
接
種
」に
つい
て

「
予
防
接
種
」に
つい
て

● 問診表の内容を十分に読んで記入し、予防接種の
　必要性と効果、副反応の説明も読むこと。
● ①37.5度以上ある②重篤な急性疾患にかかっている③以前にア
ナフィラキシーショックを起こしたことがある④医者から接種
しないほうがいいと言われた。この４点にあてはまらないかを
確認する。

●予防接種を受けてから30分間は副反応に注意。
● 接種後１時間たっていれば、当日の入浴は可能だが、
　注射したところを強くこすらないようにする。
●接種当日は、激しい運動や大量の飲酒は避ける。
●体調に変化が続く場合は、接種した医療機関などに相談する。

予防接種後の注意点

予防接種前の注意点

栗原永実保健師の話に耳を傾ける

®



（３） ２０２３年３月１日 第６７９号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

く ら し ・ 社 会

川崎協同病院　管理栄養士　南 明日香

☆鮭の具たくさん
味噌汁☆

魚・海鮮を食べよう！⑫
からだにやさしい料理   第48回  

【材料】（４人分）
・鮭  ３枚
　（あれば新巻鮭３枚、頭半身分）
・大根  120g（１／６本）
・人参  60g（１／２本）
・ごぼう  40g（１／２本）
・里芋  80g（中サイズ２個）
・れんこん  小１節（80g）

・こんにゃく  60g（１／４枚）
・焼きちくわ  45g（１／２本）
・なると  １／２本（60g）
・生揚げ  75g（１／２枚）
・水  900cc
・みそ  大さじ３

1人分　306㎉   　タンパク質19.8ｇ　塩分1.5ｇ

【作り方】
❶  鮭を一口大に切る。大根、人参、こんにゃくは縦３cm×横
１cmの短冊切り。ごほうはささがき切りにして水に浸す。里
芋とれんこんは厚めのいちょう切りにして水に浸す。焼きちく
わとなるとは縦４等分にして薄く切る。生揚げは１cm×１cm
角の拍子切りにする。

❷  大根とこんにゃくは下茹でして、ザルに開ける。里芋とごぼう、
れんこんはザルに開けて水を切る。

❸  大根以外の野菜を鍋に入れ、水を加えて煮立てる。その中へ鮭
を入れて煮立てる。下茹でした大根、こんにゃくと焼きちくわ、
なると、生揚げを加えてよく煮る。

❹  味噌で調味して完成。（※鮭の塩分で味が付くので味噌は味見
して加減する）

♥一口メモ：新潟県出身の祖母より伝わる我が家の定番
料理です。お正月には茹でた餅を入れてお雑煮として食
べています。野菜もしっかりと摂れます。野菜は上記の
ものを全て入れずに、家にあるもので加減して頂いても
美味しく仕上がります。

　

戦
争
を
何
ら
か
の
形
で
体

験
し
た
人
の
言
葉
を
ま
と
め

た
本
紙
の
連
載
「
伝
え
た
い

思
い
」
が
、
今
年
に
入
っ
て

１
０
０
回
を
越
え
ま
し
た
。

戦
争
を
実
体
験
と
し
て
知
る

人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
る

な
か
で
、
戦
地
の
状
況
、
空

襲
、
疎
開
な
ど
を
語
る
「
生

の
声
」
は
、
重
み
が
あ
り
読

者
か
ら
も
多
く
の
反
響
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
社
会
を
形
作

コ
ラ
ム

時
の
風

「
残
留
兵
士
と
は
」

っ
た
基
本
は
先
の
戦
争
と
敗

戦
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
戦

争
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
学
校
教

育
を
は
じ
め
日
本
社
会
で
は

学
ぶ
機
会
が
限
ら
れ
て
い

て
、
戦
後
78
年
を
迎
え
た
い

ま
も
な
お
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
を
痛
感
し
ま
す
。

　
〝
残
留
日
本
兵
〞
も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
１
月
に
出
版

さ
れ
た
「
残
留
兵
士
の
群
像

　

彼
ら
の
生
き
た
戦
後
と
祖

国
の
ま
な
ざ
し
」（
林
英
一

著
、
新
曜
社
）
が
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ

て
も
な
お
祖
国
に
帰
ら
ず
ア

ジ
ア
の
各
地
に
残
留
し
た
日

本
軍
の
兵
士
た
ち
を
追
っ
た

初
め
て
の
包
括
的
な
研
究
の

成
果
で
す
。

　

こ
う
い
う
と
横
井
庄
一
さ

ん
や
小
野
田
寛
郎
さ
ん
の
こ

と
を
思
い
出
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
の
よ
う
に
戦

争
が
終
わ
っ
た
と
も
知
ら
ず

に
潜
ん
で
い
た
人
は
ご
く
一

部
で
、
あ
え
て
自
分
の
意
志

で
現
地
に
と
ど
ま
っ
た
、
あ

る
い
は
帰
り
た
く
て
も
で
き

な
か
っ
た
人
た
ち
な
ど
に
つ

い
て
の
考
察
で
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
独
立
戦
争
に
加
担

し
た
り
、
帰
還
す
る
こ
と
に

身
の
危
険
を
感
じ
た
り
、
軍

命
と
信
じ
と
ど
ま
っ
た
り
、

日
本
に
妻
子
を
残
し
た
ま
ま

終
戦
を
迎
え
、
戦
後
、
現
地

で
別
の
家
庭
を
築
い
た
り

と
、
残
留
の
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

著
者
は
、
残
留
兵
士
を
扱

っ
た
こ
れ
ま
で
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
や
映
画
な
ど
の
映

像
作
品
36
点
を
主
な
分
析
対

象
と
し
て
、
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
元
兵
士
が
ど
う
戦
後

を
生
き
た
か
、
ま
た
、
日
本

社
会
や
現
地
社
会
が
彼
ら
を

ど
う
見
て
い
た
か
、
そ
し
て

彼
ら
は
祖
国
の
変
化
を
ど
う

受
け
入
れ
た
の
か
を
分
析
し

ま
す
。
戦
後
、
急
速
に
経
済

成
長
を
遂
げ
た
日
本
に
対
し

て
、
混
乱
が
つ
づ
い
た
ア
ジ

ア
諸
国
。
両
国
間
の
関
係
も

変
化
し
て
い
く
な
か
で
、
２

つ
の
国
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
も
つ
残
留
兵
士
の
立
場

や
心
理
が
複
雑
な
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
戦
争

を
引
き
ず
っ
て
い
た
日
本
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
復
興
と
経
済
成
長
に

邁
進
す
る
な
か
で
、戦
争（
敗

戦
）
の
事
実
か
ら
目
を
そ
ら

し
、
し
っ
か
り
検
証
し
て
こ

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

あ
と
の
世
代
に
伝
え
て
こ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か

と
、
本
書
を
読
み
改
め
て
思

う
と
同
時
に
、
本
紙
の
「
伝

え
た
い
思
い
」
の
価
値
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

（
波
）

被
害
に
あ
っ
た
ら
相
談
し

　
　
　

支
援
を
求
め
る　

川
崎
市
が
対
応

　

犯
罪
か
ら
身
を
守
る
に

は
、一
人
ひ
と
り
の
「
防
犯
」

の
構
え
が
重
要
で
す
。
そ
こ

で
川
崎
市
内
で
起
き
て
い
る

犯
罪
の
特
徴
や
、
効
果
的
で

取
り
入
れ
や
す
い
防
犯
対

策
、
被
害
者
へ
の
自
治
体
の

支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

刑
法
犯
罪
は

年
間
６
０
０
０
件

　

川
崎
市
は
治
安
が
悪
い
の

か
。
川
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼

玉
「
一
都
三
県
」
の
住
民
に

尋
ね
た
「
令
和
３
年
度
川
崎

市
都
市
イ
メ
ー
ジ
調
査
」
で

は
、「
治
安
が
悪
い
」
と
答

え
た
川
崎
市
民
は
35
％
で
し

た
。
し
か
し
、
東
京
都
の
区

部
と
全
国
の
政
令
市
が
相
互

比
較
を
目
的
に
作
成
し
た

「
大
都
市
比
較
統
計
年
表
令

和
２
年
版
」
で
は
、
川
崎
市

は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の

少
年
犯
罪
検
挙
人
数
は
21
都

市
中
最
も
少
な
く
、
人
口
千

人
当
た
り
の
刑
法
犯
認
知
件

数
は
19
位
で
し
た
。

　

と
は
い
え
川
崎
市
の
昨
年

の
刑
法
犯
罪
認
知
総
数
は
５

９
１
８
件
（
暫
定
値
）
で
、

一
日
あ
た
り
16
・
２
件
、
一

昨
年
と
比
べ
１
９
２
件
の
増

加
で
す
。
主
な
犯
罪
件
数
を

み
る
と
、
自
転
車
盗
・
特
殊

詐
欺
・
強
制
性
交
等
が
増
加

し
、万
引
き
・
車
上
ね
ら
い
・

空
き
巣
等
が
減
少
し
て
い
ま

す
。【
表
参
照
】

　

統
計
に
反
映
さ
れ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
偽
の
電
子
メ
ー

ル
か
ら
偽
の
サ
イ
ト
に
接
続

さ
せ
る
な
ど
の
方
法
で
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
ア

カ
ウ
ン
ト
情
報
な
ど
の
重
要

な
個
人
情
報
を
盗
み
出
そ
う

と
す
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
日

常
化
し
て
い
ま
す
。

な
が
ら
ス
マ
ホ
は

加
害
の
リ
ス
ク
も

　

こ
う
し
た
犯
罪
か
ら
自
分

を
守
る
方
法
に
つ
い
て
、
川

も
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

は
厳
禁
で
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
防
犯
も

重
要
で
す
。犯
罪
者
は
、

声
が
記
録
さ
れ
る
こ
と

を
嫌
い
ま
す
。
留
守
番

電
話
を
セ
ッ
ト
し
て
電

話
に
す
ぐ
に
出
な
い
こ

と
や
、「
こ
の
電
話
は

崎
市
の
広
報
か
ら
最
近
の
動

向
を
踏
ま
え
て
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
。

　

イ
ヤ
ホ
ン
を
し
た
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら

の
歩
行（
歩
き
ス
マ
ホ
）は
、

ひ
っ
た
く
り
や
ち
か
ん
に
遭

う
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
夜

間
や
人
通
り
の
少
な
い
と
こ

ろ
で
は
、
特
に
周
囲
に
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歩
行
時
や
自
転
車
・
自
動
車

運
転
中
の
ス
マ
ホ
（
な
が
ら

ス
マ
ホ
）
で
、
人
や
物
と
ぶ

つ
か
り
、
相
手
が
亡
く
な
る

事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で

川
崎
市
は
、
昨
年
４
月
か
ら

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
に

基
づ
く
、
相
談
及
び
情
報
提

供
、
心
理
的
ケ
ア
（
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
）、
緊
急
避
難
場

所
の
提
供
、
見
舞
金
支
給
、

教
育
支
援
・
ヘ
ル
パ
ー
・
配

食
・
一
時
保
育
・
転
居
等
に

係
る
費
用
の
助
成
な
ど
の
支

援
を
始
め
ま
し
た
。

　

川
崎
市
の
広
報
や
、
市
民

文
化
局
地
域
安
全
推
進
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
こ
う
し

た
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
防
犯
診
断
や
被
害
者
支

援
に
つ
い
て
の
相
談
は
以
下

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

録
音
さ
れ
ま
す
」
と
警
告
す

る
機
能
が
あ
る
電
話
機
が
有

効
で
す
。空
き
巣
対
策
で
は
、

短
時
間
の
外
出
で
も
戸
締
り

を
す
る
、
郵
便
受
け
の
新
聞

や
チ
ラ
シ
を
放
置
し
な
い
な

ど
、
留
守
だ
と
気
づ
か
れ
な

い
工
夫
が
有
効
で
す
。
防
犯

サ
ッ
シ
や
補
助
錠
・
防
犯
フ

ィ
ル
ム
の
利
用
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

川
崎
市
で
は
、
一
戸
建
て

や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
共
同
住
宅
を
対
象

に
、
建
物
の
構
造
や
防
犯
設

備
を
診
断
し
て
、
防
犯
上
の

指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

防
犯
診
断
を
受
け
つ
け
て
い

ま
す
。
診
断
は
無
料
で
す
。

川
崎
市
が
被
害
者
支
援

　

犯
罪
の
被
害
は
、
直
接
的

被
害
に
加
え
、
そ
の
後
二
次

被
害
や
再
被
害
に
苦
し
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
被
害
者

へ
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要

川崎市市民文化局
地域安全推進課

　平日午前９時から
　午後５時まで
•防犯診断
　（044－200－2284、2285）
•被害者支援
　（044－200－2305）

川崎市の令和４年刑法犯罪認知件数
（　）内は前年増減
●増加したもの
　自転車盗　　　2031 件（＋ 519 件）
　特殊詐欺　　 　286 件（＋ 30 件）
　強制性交等　　　22 件（＋ 13 件）
　忍込み　　　　　41 件（＋ 12 件）
●減少したもの
　万引き　　　　　717 件（－ 120 件）
　車上狙い　　　　119 件（－ 60 件）
　空き巣　　　　 　51 件（－ 49 件）
　占有離脱物横領　127 件（－ 24 件）

防
犯
・
安
全
対
策
で
犯
罪
を
寄
せ
つ
け
な
い

「残留兵士の群像」
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菜
の
花
満
開
の

菜
の
花
満
開
の

 

吾
妻
山
ハ
イ
キ
ン
グ

吾
妻
山
ハ
イ
キ
ン
グ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
マ
ス
コ
ッ
ト

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
マ
ス
コ
ッ
ト

 

「
ロ
バ
隊
長
」

「
ロ
バ
隊
長
」

「「 

薬
の
正
し
い

薬
の
正
し
い

 

飲
み
方
」

飲
み
方
」

を
学
習

を
学
習

笑
い
な
が
ら

笑
い
な
が
ら

 

体
操
体
操

モ
ル
ッ
ク
は

モ
ル
ッ
ク
は

 

楽
し
い
！

楽
し
い
！

　

２
月
７
日
、
宮
前
支
部
主

催〝
早
春
の
集
い
〞と
し
て
、

東
海
道
線
Ｊ
Ｒ
二
宮
駅
か
ら

ほ
ど
近
い
吾
妻
山
へ
の
ハ
イ

キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

京
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
京
町
支
部
の
手
芸

班
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ロ
バ
隊
長
」

を
作
っ
て
欲
し
い
と
の
依
頼

が
来
ま
し
た
。
な
か
な
か
作

っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
て

困
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
ロ
バ
隊
長
」
は
、

認
知
症
の
人
と
家
族
を
応
援

す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
育
成
す
る
、
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
協
議

会
が
す
す
め
て
い
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
武
蔵
小
杉

駅
か
ら
午
前
10
時
頃
乗
車
、

参
加
者
の
友
人
も
加
わ
っ
て

総
勢
16
人
、
軽
く
ス
ト
レ
ッ

チ
を
行
い
吾
妻
山
公
園
に
向

　

２
月
２
日
、
新
川
崎
支
部
の

元は
じ
め

美び

人じ
ん

班
で
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
脳
ト
レ
体
操
を
行
い

ま
し
た
。
講
師
は
小
松
厚
志
運

動
ト
レ
ー
ナ
ー
で
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

か
っ
た
」
と
い
う
意
見
に
は
、

同
じ
成
分
の
塗
り
薬
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
会
場
の
参
加
者
か

ら
は
「
難
し
い
こ
と
で
も
、
と

て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と

好
評
で
し
た
。

　

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

平
野
賢
治

ん
な
笑
い
な
が
ら
身
体
を
動
か

し
、
楽
し
く
脳
ト
レ
も
で
き
て

満
足
で
し
た
。

新
川
崎
支
部　

長
澤
昭
子

一面の菜の花を前にひと休み

手作りの「ロバ隊長」

笑いながら楽しい体操でした

わかりやすい学習会

を
貼
り
付
け
て
い
く
の
で
と

て
も
細
か
い
仕
事
で
す
。
で

き
あ
が
る
と
可
愛
い
マ
ス
コ

ッ
ト
で
す
。
養
成
講
座
な
ど

興
味
、
関
心
が
あ
る
人
は
川

崎
区
役
所
地
域
支
援
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

京
町
支
部　

手
芸
班　

瀧
沢
由
紀
子

　

２
月
４
日
、
川
崎
区
大
師

町
の
レ
イ
ン
ボ
ー
の
家
川
崎

大
師
で
、「
薬
の
学
習
会
」（
大

師
中
央
支
部
主
催
）
が
開
か

れ
、13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
薬
の
正
し
い
飲

み
方
」
で
、
大
師
薬
局
の
久

保
幸
太
郎
薬
剤
師
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　

久
保
さ
ん
は
一
般
的
な
服

用
方
法
の
解
説
の
あ
と
に
、

「
薬
を
飲
み
忘
れ
た
時
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」や
、

「
副
作
用
や
飲
み
合
わ
せ
で

気
を
付
け
る
こ
と
」
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
の
「
飲
み
た
い
薬
が
あ
る
け

れ
ど
、
弱
っ
て
い
る
腎
臓
に
負

担
が
か
か
る
た
め
医
師
か
ら
止

め
ら
れ
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
」と
い
う
疑
問
に
は
、

腎
臓
に
負
担
が
か
か
る
仕
組
み

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
湿
布
が
合
わ
な

ム
を
組
ん
で
競
技
す
る
う

ち
、
意
図
し
な
い
と
こ
ろ
に

モ
ル
ッ
ク
（
投
げ
る
木
片
）

が
飛
ん
で
高
得
点
が
出
た
り

す
る
と
笑
い
と
歓
声
が
上
が

り
、
ま
た
、
失
敗
す
る
と
キ

ャ
ッ
キ
ャ
と
ジ
ジ
バ
バ
が
は

し
ゃ
ぐ
姿
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
点
数
の
数
え
方
で
も
頭

を
使
う
こ
と
か
ら
高
齢
者
に

こ
そ
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

も
の
の
よ
う
で
し
た
。

　

春
に
な
っ
た
ら
支
部
で

「
モ
ル
ッ
ク
班
」で
も
つ
く
り
、

い
つ
で
も
み
な
さ
ん
が
楽
し

め
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え

　

麻
生
南
支
部
運
営
委
員
会

が
開
か
れ
た
２
月
１
日
午

後
、「
モ
ル
ッ
ク
の
お
披
露

目
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
寒

空
の
下
、
診
療
所
近
く
の
公

園
に
10
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

モ
ル
ッ
ク
を
行
う
前
は
、

ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
い
難
い
中

途
半
端
な
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に

見
え
て
、
み
ん
な
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
の
か
と
心
配

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
チ
ー

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
と
「
モ
ル
ッ
ク
ソ
ン
グ
」

と
い
う
歌
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
早
速
覚
え
て
こ
れ

も
普
及
し
た
い
も
の
で
す
。

麻
生
南
支
部　

杉
山
修
三

配
付
者
交
流
会
で

配
付
者
交
流
会
で

モ
ル
ッ
ク
体
験

モ
ル
ッ
ク
体
験

　

浜
町
支
部
で
は
２
月
14

日
、
組
合
員
ル
ー
ム
で
配
付

者
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
は
12
人
。
ま
ず
は
握
力

測
定
で
一
喜
一
憂
。
そ
れ
ぞ

れ
の
自
己
紹
介
後
に
モ
ル
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。
経
験
者

の
萩
野
谷
孝
久
さ
ん
に
ル
ー

ル
説
明
を
し
て
も
ら
い
、
チ

ー
ム
分
け
を
し
て
ス
タ
ー

ト
。
当
た
っ
て
喜
ん
だ
り
、

は
ず
し
て
大
笑
い
し
た
り
。

０
点
が
続
き
失
格
の
瀬
戸
際

で
あ
わ
て
た
り
、
50
点
を
超

え
て
し
ま
っ
て
ア
タ
フ
タ
し

た
り
、
３
年
分
の
喜
怒
哀
楽

を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
「
脳
ト
レ
に
も
な
る
し
楽

し
い
ね
」「
町
内
会
で
も
や

り
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
に
ニ
ュ
ー

ス
の
折
り
込
み
の
協
力
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
３
人
か

ら
よ
い
返
事
を
頂
き
、
運
営

委
員
一
同
も
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

理
事　

藤
田
洋
子

か
い
ま
し
た
。

　

３
０
０
段
の
階
段
と
な
だ

ら
か
な
坂
道
、
途
中
休
憩
を

入
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
登
り

ま
し
た
。
12
時
頃
頂
上
に
到

着
す
る
と
、満
開
の
菜
の
花
、

正
面
に
立
派
な
富
士
山
、
そ

の
左
手
に
は
相
模
湾
が
一
望

で
き
「
わ
ぁ
〜
」
と
歓
声
。

「
来
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
階

段
が
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た

け
ど
」
の
声
も
。

　

集
合
写
真
の
撮
影
後
は
、

お
弁
当
を
食
べ
、
お
菓
子
の

交
換
で
交
流
し
ま
し
た
。
午

後
１
時
前
、
別
の
ル
ー
ト
で

下
山
。
途
中
の
吾
妻
山
神
社

で
は
河
津
桜
が
３
分
咲
き

で
、
一
休
み
し
て
再
び
足
元

に
気
を
付
け
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
階
段
を
下
り
ま
し
た
。
二

宮
駅
南
口
に
は
、
高
田
敏
子

さ
ん
の
戦
争
体
験
を
も
と
に

書
か
れ
た
児
童
書
『
ガ
ラ
ス

の
う
さ
ぎ
』
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
を
抱

い
た
少
女
の
像
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
京
大
空
襲
と
疎
開
先
の

二
宮
で
機
銃
掃
射
に
あ
い
家

族
を
失
っ
た
12
歳
の
少
女

（
敏
子
さ
ん
）。
二
宮
の
人
た

ち
が
、
平
和
の
尊
さ
と
少
女

を
や
さ
し
く
励
ま
し
た
人
々

の
友
情
を
た
た
え
て
建
て
た

も
の
と
の
こ
と
。
見
学
を
し

な
が
ら
平
和
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
半
頃
、
武
蔵
小

杉
駅
に
無
事
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
初
参
加
の
組
合
員
さ
ん

か
ら「
楽
し
か
っ
た
。ま
た
、

楽
し
い
と
り
く
み
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。　

　

宮
前
支
部
支
部
長

　

高
山
富
恵

い
の
に
、
つ
い
つ
い
勝
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
足
踏
み
を
続
け
な

い
と
い
け
な
い
の
に
、
い
つ
間

に
か
止
ま
っ
て
い
た
り
と
、
み

ラ
ク
タ
ー
で
す
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人
に
届
け
る
そ
う
で
す
。

　

依
頼
を
受
け
た
手
芸
班

は
、
川
崎
医
療
生
協
の
組
合

員
活
動
交
流
集
会
が
終
わ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
何
の
作
品
を

作
っ
て
行
こ
う
話
し
て
い
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
マ
ス

コ
ッ
ト
づ
く
り
の
お
手
伝
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

布
の
裁
断
か
ら
始
め
、
胴

体
、
目
、
ロ
と
裁
断
す
る
の

で
す
が
、
な
か
な
か
大
変
で

す
。
胴
体
を
縫
い
合
わ
せ
、

綿
を
胴
体
に
詰
め
て
目
、
口

　

座
り
な
が
ら
、
踵
上
げ

や
足
上
げ
な
ど
の
基
本
的

な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
た
あ
と
で
、
豆
ま
き
の

歌
に
合
わ
せ
て
、
リ
ズ
ム

を
と
り
な
が
ら
、
小
松
ト

レ
ー
ナ
ー
と
の
じ
ゃ
ん
け

ん
に
勝
っ
た
り
負
け
た
り

す
る
、
脳
ト
レ
体
操
も
や

り
ま
し
た
。

　

後
半
の
脳
ト
レ
体
操

は
、
さ
ら
に
足
踏
み
を
加

え
た
の
で
か
な
り
難
し
く

な
り
ま
し
た
。
じ
ゃ
ん
け

ん
に
負
け
な
い
と
い
け
な

モルックモルック
大人気大人気
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医
療
生
協
ニ
ュ
ー
ス
で
紹

介
さ
れ
、
今
人
気
上
昇
の
競

技
「
モ
ル
ッ
ク
」。
今
年
は

川
崎
医
療
生
協
で
大
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
浅
田
支
部
と
京
町
支
部

合
同
で
、
３
月
７
日
午
前
10

禍
で
運
動
不
足
解
消
や
ス
ト

レ
ス
発
散
し
た
い
参
加
者
を

募
っ
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
、
健
康
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
（
０
４
４

－

２
６
６

－

７
５
３
２
）
ま
で
。

浅
田
支
部　

鈴
木
み
さ
子

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

班会日誌班会日誌 １月度　28支部　106班　675人

モ
ル
ッ
ク
を

モ
ル
ッ
ク
を

 

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

南大師支部
茶の実 小物づくり ８
大師中央支部
民商 懇談 ３
カミツ 「韓国の市民が主人公の社会」に関して ４
東門前 懇談 ５
ビーガン 簡単料理 ６
エンゼル① 絵手紙 ４
建設一般 新年会 10
わろてんか 寄席準備 ３
おしゃべり喫茶 みんなで歌いましょう ７
大師フレンド支部
おりづる 作品づくりと血圧測定 ４
ウォーキング ウォーキング＆ストレッチ ８
おしゃべり 歌で思い出を ５
リフレッシュ ラジオ体操・血圧測定 ６
お絵かき 各自でテーマを描く ６
ひまつぶし 脳トレ ３
リメイク 映画鑑賞 ５
歴史班 小田原北条の歴史 ６
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 10
向日葵 絵手紙 ５
欅 健康ってなあに？を話しあってみた ９
観音支部
あるこうかい 新年会 11
プラチナ 足指力・握力測定、モルック体験 ７
観音健康ボウリング ボーリング ６
健康マージャン 健康麻雀 ６
池上新町支部
手芸 ちぎり絵 13
桜本支部

人
さくら 薬のはなし ３
黄金 おつかれ・新年会のお弁当について ３
大島支部
あかり インターバルウォーキング ４
ロード 輪おどり・新年会 ７
深瀬 お大師様に３人でお参り ３
未摘花 ダンベル・ストレッチ体操 ３
浜町支部
エチュード おはなし会 16
プアカーネーション フラダンス ７
プルメリア フラダンス ４
渡田支部
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク ７
小田支部
いなほ 各々の健康づくりについて ５
ころぼっくる モルック大会に参加 20
たんぽぽ 初顔合わせ ３
ちょこっとウォーク 大寒になりました 23
ライラック 新年顔合わせ会 ４
夏つばき 日枝神社におまいり ３
桜 初参り・モルック ５
東小田支部
さつき 2022年度反省会 ５
小田７丁目公園 ストレッチとちょこっとウォーキング ７
浅田支部
おりづる お正月用　うさぎのリース ９
けやき 小田公園チョコッとウォーク ４
ばぁばとじぃじの手習い 字形の整え方 ５
ひまわり 折り紙　うさぎのリース ９
京町支部
セカンド 体操（自彊術） ３
まるかわ おせち料理を楽しむ ７

人

ロード 2023年１月大寒の１日 ４
手芸 認知症サポーター　ロバ隊マスコット作り ７
川崎駅前支部
ＩＴ 茶話会 ３
あゆみ ストレッチ・ウォーキング 10
キャロット １月ニュース仕分け ４
なわて 選挙の話し ６
御幸支部
さくら 乳がん検診、ヘルスチャレンジの結果報告 ５
紅葉 ストレッチダンベル ５
南河原支部
あづま ウォーキング教室 ９
エプロン 料理教室 ６
絵手紙 のびのびと描く ８
古向支部
くちなし フレイル体操 ５
新川崎支部
エンドウ豆 脳トレ ７
やよい シクラメン花椿作り ４
ラビット ゆる体操 ９
元美人 映画 10
玉川支部
きら美 体組成測定 ７
青空平間会 骨密度の測定 ５
住吉支部
うぐいす フレイル予防 ３
コスモス 気功・朗読・おしゃべり ６
雲雀 麻雀を楽しむ ６
気功と太極拳 気功・八法五歩 ７
西加瀬 健康ヨガ ４
小杉支部
さくら 新年会 ６
そら豆 チョキボラに参加して ９
溝ノ口支部
いきいき 脳いきいき ５

人
いまが青春 健康麻雀 11
ウォーキング 府中郷土の森・蝋梅見物 ３
おせき 映画「シェーナウの想い」観る会参加 ３
おたまじゃくし 唱歌童謡を歌う ５
バードウオッチング 鳥と自然観察 ４
やよい 新年会 ３
ゆいの会 ニュース仕分け他 ６
囲碁サロン 囲碁 ４
水彩画 写真をもとに描く ３
橘支部
アカシヤ おしゃべり会 ９
シクラメン 敬老会食 15
すずめ 健康麻雀 ８
ダンベル ＤＶＤ「薬のはなし」視聴 ６
プラザ 脳トレ体操 ９
梶ヶ谷 支部新年会参加 ４
癒しのお手玉 癒しのお手玉 10
宮前支部
いぬくら 塩分チェック ３
すみれ ストレッチ・体操 ３
ひまわり お茶会 ７
南平 新年会 ５
白幡台 新年会 ４
野川南台 新年会 ４
長尾堰支部
すずめ 脳トレ麻雀 ５
ひまわり 転倒予防体操 ９
第４長尾 新年会　みんながしゃべろう ８
歩歩路 おしゃべり会 ５
宿河原支部
すこやか 筋力維持と親睦 ３
パークゴルフ パークゴルフ ５
マージャン 健康麻雀を楽しんで認知症予防 ７
麻生南支部
柿生会 合評会　短歌づくりの基本 15

人

時
か
ら
、
京
町
ポ

ン
プ
場
で
体
験
会

を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど

も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
幅
広
く
楽
し
め

る
と
の
こ
と
で
、

今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

　

当
日
の
見
学
や

飛
び
入
り
参
加
も

大
歓
迎
。
コ
ロ
ナ

住所　川崎市川崎区桜本
　　　２－40－10
電話　044－271－1129
時間　 土・日のみ午前８時から
　　　午後５時まで営業

　
「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ふ
く
ろ
ー
ず
」

は
、
川
崎
区
藤
崎
に
あ
る
協

同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
、
産
業
道
路
方
面
に
徒
歩

７
分
ほ
ど
の
住
宅
街
の
中
に

あ
り
ま
す
。
粉
か
ら
作
っ
た

手
作
り
パ
ン
や
シ
フ
ォ
ン
ケ

ー
キ
、
挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ

ー
が
人
気
の
お
店
で
す
。

　

店
主
の
遠
藤
政
子
さ
ん

が
、夫
が
営
む
「
遠
藤
畳
店
」

で
２
０
１
３
年
５
月
に
開
業

し
、
今
年
５
月
で
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
次
女
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
営
業
し
て

い
ま
す
が
、
政
子
さ
ん
も
次

女
も
平
日
は
別
の
仕
事
を
し

て
い
る
た
め
、
営
業
は
土
日

の
み
。
知
る
人
ぞ
知
る
お
店

で
す
。

　

店
名
の
「
ふ
く
ろ
ー
ず
」

は
、「
ふ
く
ろ
う
」
＋
「
ロ

ー
ズ
（
ば
ら
）」
を
一
語
に

し
た
も
の
と
の
こ
と
。「
ロ

ー
ズ
」
の
壁
紙
が
貼
ら
れ
た

店
内
で
は
、た
く
さ
ん
の「
ふ

く
ろ
う
」
グ
ッ
ズ
が
お
迎
え

し
て
く
れ
ま
す
。

　

入
口
に
あ
る
可
愛
ら
し
い

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
看
板
に

描
か
れ
て
い
る
の
も
、「
ふ

く
ろ
う
」
と
「
ロ
ー
ズ
」。

政
子
さ
ん
の
自
作
で
す
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
ピ
ザ
ト

ー
ス
ト
セ
ッ
ト（
５
５
０
円
）

と
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
（
５
５

０
円
）。
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト

は
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
あ

ん
み
つ
、
プ
リ
ン
な
ど
数
種

類
か
ら
選
ぶ
メ
イ
ン
の
ス
イ

ー
ツ
に
、
た
く
さ
ん
の
フ
ル

ー
ツ
も
し
く
は
サ
ラ
ダ
、
ド

リ
ン
ク
も
つ
い
て
い
て
、
と

て
も
５
５
０
円
と
は
思
え
な

い
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。

　

気
軽
に
何
度
も
訪
れ
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
店
で
あ
り

た
い
と
思
い
、
値
段
は
上
げ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う

お店情報

Ｃａｆｅ ふくろーず

いいね
！ 組合員のお店
シリーズ㉕最終回

Ｃａｆｅ ふくろーず（川崎区桜本）

レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
や
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
の
予
約
注
文
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。

組合員証の表示
変更することができます

　2018年から、川崎医療生協に加入した時に配付する組合員証が新しくなり
ました。通常、表面には出資金の残高が表示されていますが、ご希望があれ
ば、川崎医療生協の病院・診療所の窓口で、出資金額を隠した状態にするこ
ともできます。問い合わせ：健康まちづくり推進部（電話044－266－7532）

履歴を隠すことも
できます

通常は履歴がわかるよう
になっています

で
す
。
店

内
の
席
数

は
少
な
い

で
す
が
、

全
て
テ
イ

ク
ア
ウ
ト

も
可
能

で
、
デ
コ



（６）２０２３年３月１日 第６７９号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

読　者　の　広　場
達
成
感
が
半
端
な
い

幸
区　

渡
部
泰
司
68

　

昨
年
11
月
の
川
崎
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
多
摩

川
の
見
慣
れ
た
景
色
の
中
で

２
時
間
20
分
で
完
走
し
ま
し

た
。
職
場
の
娘
（
孫
か
も
）

の
よ
う
な
若
い
方
が
ス
タ
ー

ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
一
緒
に

走
っ
て
く
れ
た
た
め
、
最
後

ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
達
成
感
が
半
端

な
ー
い
」。
終
了
後
の
ビ
ー

読
者
の
声

ル
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
。

カ
メ
ム
シ
退
治

川
崎
区　

小
池
多
覇
子
75

　

パ
ズ
ル
の
答
え
で
カ
メ
ム

シ
が
「
椿
象
」
と
書
く
と
は

大
変
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

北
海
道
に
住
む
娘
の
所
に
は

カ
メ
ム
シ
が
毎
日
や
っ
て
き

ま
す
。
と
て
も
ク
サ
イ
の
で

ガ
ム
テ
ー
プ
で
は
さ
ん
で
退

治
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
見
る
麦
踏
み

高
津
区　

吉
田
美
砂
子
71

　

先
日
散
歩
の
途
中
、
初
め

て
「
麦
踏
み
」
を
目
に
し
ま

し
た
。
女
性
が
３
人
楽
し
そ

う
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

並
ん
で
カ
ニ
歩
き
し
て
い
ま

し
た
。
昨
年
麦
の
穂
が
波
打

っ
て
い
た
光
景
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

預
か
り
犬
２
匹

麻
生
区　

木
ノ
内
せ
つ
子
79

　

里
親
が
み
つ
か
る
ま
で
と

の
約
束
で
、
病
気
で
飼
え
な

く
な
っ
た
人
の
小
型
犬
２
匹

を
我
が
家
で
あ
ず
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。数
年
前
ま
で
は
、

猫
が
多
い
時
に
は
６
匹
も
い

た
。
犬
は
初
め
て
。
短
足
だ

か
ら
階
段
の
昇
降
が
で
き
な

い
。
人
の
姿
が
見
え
な
く
な

る
と
鳴
く
。
人
間
並
み
の
い

び
き
を
か
く
な
ど
意
外
な
こ

と
ば
か
り
。

認
知
症
予
防
に

宮
前
区　

都
丸
茂
信
80

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
好
き

で
、
よ
く
解
く
方
で
す
が
、

医
療
生
協
の
も
の
は
必
ず
と

い
う
く
ら
い
知
ら
な
い
こ
と

が
出
て
く
る
の
で
。
学
び
か

い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
忘

れ
か
け
て
い
る
の
も
あ
っ
て

あ
れ
こ
れ
考
え
る
の
で
「
認

知
症
」
予
防
に
役
立
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

稲
毛
神
社
（
川
崎
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第４2回
シリーズ

第４2回

　

明
治
以
前
、稲
毛
神
社
は「
川

崎
山
王
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
明
治
中
期
頃
か
ら
今
の

「
稲
毛
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
の
由

来
が
か
か
れ
て
い
る
「
社
伝
」

に
よ
る
と
、
６
世
紀
頃
に
欽
明

天
皇
が
鎮
座
し
た
と
さ
れ
、
江

戸
時
代
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
」
に
は
、
源
頼
朝
の
頃
に
社

殿
を
造
営
し
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

川
崎
宿
の
総
鎮
守

　

江
戸
時
代
に
は
東
海
道
川
崎

宿
の
総
鎮
守
と
し
て
、
人
々
の

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
、
川
崎
な

ど
の
治
水
事
業
に
尽
力
し
た
田
中
休き

ゅ
う

愚ぐ

の
一
族
が
奉
納
し
た

手
洗
い
石
な
ど
が
あ
る
、
川
崎
区
宮
本
町
の
「
稲
毛
神
社
」
を

紹
介
し
ま
す
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

小
林
英
樹

に
は
１
７
２
９
（
享
保
14
）
年

６
月
に
、
田
中
休
愚
の
一
族
と

手
代
衆
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ

た
手
洗
石
が
あ
り
、
こ
れ
は
、

川
崎
市
重
要
歴
史
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
石
に

書
か
れ
て
い
る「
田
中
仙
五
郎
」

は
休
愚
の
次
男
で
、
御
金
奉
行

を
務
め
て
い
た
長
谷
川
市
郎
左

衛
門
安
貞
の
養
子
に
入
り
、
書

物
奉
行
な
ど
を
勤
め
た
人
物
で

す
。
同
じ
く
手
洗
い
石
に
書
か

れ
て
い
る
、
森
田
重
郎
衛
門
、

富
永
軍
治
、
門
田
半
四
郎
は
、

休
愚
の
手
代
で
あ
り
、
治
水
事

業
な
ど
の
当
時
の
文
献
に
も
名

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
ほ
か
に
、
１
７
４

２
（
寛
保
２
）
年
の
洪
水
で
破

損
し
た
、
小
土
呂
橋
の
一
部
が

遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
稲
毛
神
社
は
毎
年
５
月

に
行
わ
れ
る
平
和
行
進
や
、
12

月
８
日
の
太
平
洋
戦
争
開
戦
の

日
に
平
和
を
願
う「
提
灯
デ
モ
」

が
開
催
さ
れ
る
場
所
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

稲
毛
神
社
は
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅

北
口
を
出
て
、
川
崎
市
役
所
前

の
通
り
を
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
、

左
手
に
見
え
て
き
ま
す
。

崇
敬
を
集
め
、
毎
年
12
月
27

日
に
は
境
内
に
「
市
」
が
立

っ
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
１
８
５
８

（
安
政
５
）
年
、
コ
レ
ラ
が

流
行
し
た
時
に
は
、
川
崎
宿

で
働
く
人
た
ち
が
昼
夜
裸
参

り
を
し
て
無
事
を
祈
願
し
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
は
「
山
王
祭
」
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
祭
り
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
祭
り
で
は
、
神

奈
川
県
民
族
文
化
財
に
も
な

っ
て
い
る
「
古
式
宮
座
式
」

と
い
う
一
般
に
は
公
開
さ
れ

な
い
、
社
殿
で
の
儀
式
が
行

わ
れ
、
祭
り
の
最
終
日
に
は

田中休愚ゆかり一族奉納の手洗い石

川崎駅の近くにある稲毛神社
「
孔
雀
神み

輿こ
し

」
と
「
玉

神
輿
」
と
呼
ば
れ
る

２
つ
の
神
輿
が
、
氏

子
の
23
町
内
を
練
り

歩
く
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

田
中
休
愚
ゆ
か
り

の
手
洗
石

　

稲
毛
神
社
の
境
内

詩
人
、
作
家
、
児
童
文
学

者
、
文
芸
評
論
家
、
翻
訳
家

と
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
ち
、

麻
生
区
片
平
に
在
住
し
て
い

た
山
室
静
に
つ
い
て
、
今
回

は
紹
介
し
ま
す
。

鳥
取
で
生
ま
れ

佐
久
で
育
つ

　

山
室
静
は
１
９
０
６
（
明

治
39
）年
鳥
取
市
で
生
ま
れ
、

１
９
１
４　
（
大
正
３
）
年

に
父
親
の
死
に
と
も
な
い
長

野
県
佐
久
市
の
親
戚
の
も
と

で
育
ち
ま
し
た
。
戦
前
か
ら

文
芸
評
論
を
出
し
、
戦
後
は

小
諸
市
で
青
少
年
教
育
の
た

め
の
「
高
原
学
舎
」
を
設
立

し
、堀
辰
雄
ら
と
季
刊
誌「
高

原
」
を
創
刊
し
ま
す
。
ま
た

本
多
秋
五
、
埴
谷
雄
高
ら
と

共
に
「
近
代
文
学
」
の
創
刊

に
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
身
近
に
感
じ
る

仕
事
と
し
て
は
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
、イ
プ
セ
ン
、ヤ
コ
ブ
セ

ン
、
ム
ー
ミ
ン
な
ど
の
翻
訳

で
、
こ
う
し
た
訳
書
を
多
数

刊
行
し
、
北
欧
文
学
の
紹
介

者
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

片
平
の
修
廣
寺

近
隣
へ
転
居

―
山
崎
寿
雄
君
が
僕
の
と
こ

ろ
へ
と
言
っ
て
、
多
摩
丘
陵

の
ふ
と
こ
ろ
の
彼
の
生
家
の

お
寺
へ
連
れ
て
き
て
く
れ

た
。
昔
の
教
え
子
で
、
大
工

96

都
築
ヶ
岡
の
文
芸
者
編

『
山
室
静
と
修
廣
寺
』

　

や
ま    

む
ろ   

し
ず
か

し
ゅ    

こ
う
　   

じ

や
左
官
を
や
っ
て
い
る
二
人

が
、
そ
の
お
寺
の
土
地
の
一

隅
に
、
ほ
ん
の
手
間
賃
だ
け

で
家
を
建
て
て
く
れ
た
。
そ

れ
が
私
の
い
ま
住
ん
で
い
る

家
で
二
十
四
年
春
の
こ
と
だ

っ
た
―
エ
ッ
セ
イ
集
「
春
の

夜
の
夢
」（
昭
和
59
年
）

　

山
室
静
は
１
９
４
９
（
昭

和
24
）
年
に
現
在
の
麻
生
区

片
平
に
転
居
し
て
き
ま
す
。

引
用
に
あ
る
寺
と
は
修
廣
寺

の
こ
と
で
、
15
世
紀
は
じ
め

に
建
立
さ
れ
た
曹
洞
宗
の
古

刹
で
す
。
こ
う
し
た
縁
か
ら

寺
の
敷
地
だ
っ
た
一
角
に
住

む
よ
う
に
な
り
、
以
来
こ
の

地
で
創
作
活
動
や
教
育
活
動

（
多
摩
区
に
あ
る
日
本
女
子

大
学
の
講
師
も
務
め
て
い

た
）
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

自
然
と
暮
ら
す

風
景

―
『
植
物
と
文
化
』
を
出
し

て
い
る
八
坂
書
房
主
が
来
訪

し
て
我
が
家
の
植
物
を
列
記

し
て
み
て
く
れ
と
い
う
。
そ

の
時
は
、
多
分
、
百
五
十
種

く
ら
い
だ
と
思
う
と
答
え
て

い
た
が
、
数
え
て
み
た
ら
た

ち
ま
ち
二
百
種
を
越
え
、
名

の
よ
く
わ
か
ら
ぬ
雑
草
ま
で

入
れ
た
ら
三
百
種
に
は
容
易

に
達
し
そ
う
な
の
で
驚
い
て

い
る
。
借
地
は
二
百
坪
、
そ

の
中
に
十
五
、
六
坪
の
書
斎

と
、
二
十
坪
ほ
ど
の
主
屋
が

あ
り
他
に
四
、
五
坪
の
温
室

と
物
置
が
あ
り
、
通
路
も
必

要
な
の
で
、
植
物
の
領
分
は

百
五
十
坪
ほ
ど
に
な
る
―
随

想
集
「
我
が
家
の
植
物
」

　

山
室
静
は
修
廣
寺
周
辺
の

随
想
も
数
多
く
残
し
て
お

り
、
引
用
に
あ
る
よ
う
に
野

草
の
目
録
も
作
成
し
片
平
の

大
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
川
崎
市
内

で
活
動
す
る
自
然
保
護
運
動

団
体
「
緑
の
大
運
動
」
の
代

表
を
務
め
て
い
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
功
績

も
認
め
ら
れ
川
崎
市
文
化
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
２
０
０

０
年
に
亡
く
な
る
ま
で
終
生

片
平
の
地
で
過
ご
し
た
の
で

し
た
。

　

修
廣
寺
の
周
囲
は
こ
の
20

年
ほ
ど
で
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

な
ど
の
開
発
も
す
す
み
ま
し

た
が
、現
在
は
川
崎
市
の「
夏

蒐
山
修
廣
寺
緑
の
保
全
地

域
」
と
「
柿
生
緑
地
」
の
２

つ
の
緑
地
帯
に
指
定
さ
れ
、

寺
の
周
囲
は
自
然
環
境
豊
か

な
里
山
が
保
全
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

神
奈
川
民
医
連

事
務
局
次
長　

岡
琢
也

静寂に包まれた修廣寺境内

https://www.kawasakik -ki-coop.jp/
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宣
言
し
て
い
る
が
、
国
会
で

の
議
論
も
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
う
ち
に
前
の
め
り
に

進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
心
配

で
な
ら
な
い
。

　

苦
し
い
国
家
財
政
の
中
、

増
税
や
国
債
増
発
も
懸
念
さ

れ
る
。
国
民
の
声
を
真
剣
に

汲
み
取
っ
た
政
治
を
展
開
し

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。

３
世
代
で
７
並
べ

　

川
崎
区　

出
口
夏
織
41

13
回
目
の
応
募
で
す
。
今

①　

ロ
ー
マ
に
あ
る
世
界
最
小

面
積
の
国
。〇

　
　

〇
〇
〇
市
国

④　

物
価
高
騰
で

　
　

〇
〇
〇
は
赤
字
続
き

⑦　

着
る
も
の
で
す

⑧　

も
と
に
な
っ
た
の
は
万
葉

仮
名
。
〇
〇
〇
〇

　
　

で
の
保
存
。
〇
〇
〇
室

③　

法
律
の
〇
〇
〇
〇
に
国
民

は
反
対

④　

商
店
街
の
抽
選
は
〇
〇
〇

〇
な
し

⑤　

失
敗
だ
と
思
っ
た
ら
、
結

果
は
よ
か
っ
た
よ
。
〇
〇

の
功
名

⑥　

雷
鳴
の
前
に
ピ
カ
ッ
！

⑧　

手
の
〇
〇
、

　
　

〇
〇
目
、

　
　

〇
〇
め
き

⑪　

世
界
三
大
瀑
布
と
は
、
ナ

イ
ア
ガ
ラ
、
イ
グ
ア
ス
、

〇
〇
〇
〇
〇
の
滝

⑬　

赤
ち
ゃ
ん
の
第
一
声

⑮　

末
広
が
り
を
意
味
す
る
、

縁
起
の
よ
い
数
字

⑯　

細
部
に
こ

　
　

だ
わ
り
す
ぎ
。

　
　

木
を
見
て
〇
〇
を
見
ず

⑰　

昔
の
中
国
王
朝
の
一
つ

⑱　

〇
〇
は
異
な
も
の
味
な
も

の

⑨　

人
間
の
感
情
。
喜
ん
だ
り

怒
っ
た
り
悲
し
ん
だ
り
…

⑩　

耳
や
鼻
が
専
門
で
す

⑫　

〇
〇
然
、
待
〇
〇
、

　
　

土
〇
〇

⑭　

モ
ン
ブ
ラ
ン

　
　

の
材
料
と
い
え
ば

⑮　

天
女
が
着
て
い
る
も
の

⑰　

長
所
で
す
。
私
の
〇
〇
〇

は
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と

⑲　

文
殊
は
〇
〇
を
つ
か
さ
ど

る
菩
薩
で
す
。
三
人
よ
れ

ば
文
殊
の
…

⑳　

そ
れ
は
よ
い
考
え
で
す

①　

食
べ
放
題

②　

凍
結
し
な
い

　
　

程
度
の
温
度

春
を
探
し
に

　

川
崎
区　

横
山
ユ
ウ
子

　

外
は
寒
く
て
も
１
日
１
回

は
外
に
出
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
菜
の
花
は
黄
色
、
ミ

モ
ザ
の
蕾
は
少
し
ず
つ
で
す

が
黄
色
み
が
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
ぶ
し
の
蕾
も
ふ
く

ら
ん
で
き
て
、
車
の
中
か
ら

じ
ゃ
見
え
な
い
春
を
感
じ
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。

孫
と
パ
ン
ケ
ー
キ

　

川
崎
区　

市
原
文
子

　

冷
た
い
風
の
吹
く
あ
る

日
。
５
歳
の
孫
娘
と
２
人
だ

け
で
お
で
か
け
、
手
を
し
っ

か
り
握
り
バ
ス
に
乗
り
パ
ン

ケ
ー
キ
の
お
店
に
。
イ
チ
ゴ

が
い
っ
ぱ
い
の
パ
ン
ケ
ー
キ

を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り

「
甘
く
て
お
い
し
い
ね
、
ま

た
来
よ
う
ね
」
の
言
葉
に
ほ

っ
こ
り
。
さ
さ
や

か
な
幸
せ
の
時

間
に
感
謝
で
す
。

国
民
の
声
を
聞
い
て

　

宮
前
区　

佐
藤　

實
86

　

防
衛
予
算
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２

％
以
上
を
念
頭
に
、
抜
本
的

に
強
化
す
る
と
岸
田
内
閣
は

年
も
頭
の
体
操
に
、
新
聞
を

隅
々
ま
で
読
み
ま
す
。
そ
し

て
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
家
族

で
解
い
て
、
子
ど
も
達
の
テ

キ
ス
ト
代
を
稼
ぐ
べ
く
、
せ

っ
せ
と
応
募
致
し
ま
す
。

　

我
が
家
は
３
年
ぶ
り
に
お

正
月
ら
し
い
お
正
月
と
な
り

ま
し
た
。
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
が

コ
ロ
ナ
の
抗
原
検
査
を
し

て
、
満
を
持
し
て
集
ま
り
ま

し
た
。
私
41
歳
、
父
73
歳
、

母
74
歳
、
そ
し
て
長
女
19
歳

と
、
長
男
17
歳
。
た
ら
ふ
く

ご
馳
走
を
食
べ
た
後
に
始
ま

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

Ｂ

G

Ａ

C

Ｅ

F

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

E GD FA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの７文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

高
間
木
順
子  

（
川
崎
区
）

田
中
静
代  

（
川
崎
区
）

比
嘉
美
恵
子  

（
川
崎
区
）

筆
本
三
希  

（
川
崎
区
）

三
井
明
子  

（
川
崎
区
）

吉
村
美
幸  

（
川
崎
区
）

高
橋
恵
子  

（
幸　

区
）

大
山
啓
仁  

（
幸　

区
）

大
塚
ミ
ネ  

（
中
原
区
）

白
岩
律
子  

（
中
原
区
）

小
林
正
通  

（
高
津
区
）

布
田
通
代  

（
高
津
区
）

小
池
三
男  

（
高
津
区
）

井
手
澄
子  

（
宮
前
区
）

中
谷
康
子  

（
宮
前
区
）

伊
藤
康
子  

（
多
摩
区
）

髙
城
陽
子  

（
多
摩
区
）

野
中
富
士
枝  

（
多
摩
区
）

木
ノ
内
せ
つ
子  

（
麻
生
区
）

辻
中
洋
子  

（
麻
生
区
）

小
林
万
己
恵  

（
市　

外
）

〈
敬
称
略
〉

　

新
年
号
の
答
は
「
ワ
タ
リ

ド
リ
」
で
し
た
。
応
募
者
は

２
４
６
人  （
正
解
は
２
３
０

人
）。
正
解
者
の
内
訳
は
川

崎
区
１
１
２
人
・
幸
区
18
人
・

中
原
区
14
人
・
高
津
区
24
人
・

宮
前
区
13
人
・
多
摩
区
24
人
・

麻
生
区
19
人
・
市
外
６
人
で

す
。
編
集
委
員
会
で
抽
選
の

結
果
、
当
選
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

中
山
博
満  

（
川
崎
区
）

袴
塚
麻
子  

（
川
崎
区
）

吉
倉
と
き
江  
（
川
崎
区
）

小
林
郁
夫  
（
川
崎
区
）

吉
野
哲
子  

（
川
崎
区
）

市
川
せ
つ
子  

（
川
崎
区
）

岡
元
育
子  

（
川
崎
区
）

田
中
一
彦  

（
川
崎
区
）

星
野
久
子  

（
川
崎
区
）

319回

答え「ワタリドリ」

　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

医
療
生
協
新
聞
へ
の
感
想

や
近
況
を
余
白
に
記
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
川
柳
は
ひ
と
り
、
一

句
、
既
に
発
表
済
の
も
の
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す

（
連
続
10
回
当
選
し
な
か
っ

た
方
に
も
贈
呈
し
ま
す
）。

締
切
り
は
３
月
25
日
、
発
表

は
５
月
号
紙
面
に
掲
載
し
ま

す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

２　

川
崎
医
療
生
協
本
部　

編
集
委
員
会

老
い
し
界
隈
ピ
ー
ポ
ー
通
過
で
思
わ
ず
ホ
ッ
！

川
崎
区　

鎌
田　

克
子
73

甘
酒
の
効
き
目
軽
や
か
妻
の
愚
痴

高
津
区　

小
池　

三
男
76

巣
立
つ
子
へ
春
一
番
が
押
す
背
中

高
津
区　

梅
山　

す
み
江

「
異
次
元
」
を
懲
り
ず
に
唱
え
る
岸
田
さ
ん

宮
前
区　

佐
藤　

實
86

買
い
物
の
せ
っ
か
く
メ
モ
ッ
た
メ
モ
忘
れ

川
崎
区　

高
橋　

佳
子
81

コ
ロ
ナ
増
え
ひ
孫
の
笑
顔
遠
く
な
る

川
崎
区　

土
屋　

艶
子

三
年
す
ぎ
て
四
滅
し
て
く
れ
お
い
五
六
七

中
原
区　

佐
藤　

欣
哉
81

防
衛
費
お
す
そ
わ
け
し
て
年
金
に

幸　

区　

長
澤　

昭
子

つ
い
に
来
た
卵
の
値
段
の
上
昇
が

多
摩
区　

菅
野　

節
子
91

爆
買
い
で
ウ
ハ
ウ
ハ
ニ
ヤ
リ
武
器
商
人

宮
前
区　

髙
山　

富
恵
69

　

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
、
せ
っ
か

く
メ
モ
し
て
も
そ
の
メ
モ
忘
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
。
高
橋
さ
ん
。

み
ん
な
で

み
ん
な
で 

川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

る
ト
ラ
ン
プ
の
７
並
べ
。
上
が

っ
た
順
か
ら
点
数
化
し
、
こ
れ

を
何
時
間
も
真
剣
勝
負
を
す
る

の
が
恒
例
行
事
。
３
年
ぶ
り
の

開
催
で
、
大

い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

皆
が
元
気

で
、
共
に
美
味
し
く
楽
し
い
食

事
を
囲
み
、
和
気
藹あ

い

々あ
い

と
ト
ラ

ン
プ
を
す
る
平
和
な
時
間
が
と

て
も
愛
お
し
く
、
涙
が
出
ま
し

た
。
こ
ん
な
日
常
が
早
く
戻
り

ま
す
よ
う
に
。
世
界
が
平
和
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

〇

数
字
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伝えたい思い
大師フレンド支部　末木 知子（92歳）

苦しみ亡くなった少年
　

父
の
工
場
が
東
京
都
品
川
に

あ
り
、
１
９
３
０
年
私
は
そ
こ

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
は
、
ハ

サ
ミ
や
日
本
刀
と
い
っ
た
金
属

を
研
磨
す
る
技
師
で
し
た
。
東

京
で
空
襲
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
１
９
４
４
年
家
族

で
満
州
へ
疎
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
看
護
学
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
満
州
の

女
学
校
へ
編
入
し
ま
し
た
。
し

か
し
卒
業
す
る
前
に
、
看
護
婦

見
習
い
と
し
て
日
本
軍
に
徴
用

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
看
護
婦

と
し
て
日
赤
で
働
い
て
い
た
姉

が
招
集
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
姉

に
付
い
て
い
く
形
で
軍
属
に
な

っ
た
の
で
し
た
。
ま
だ
15
歳
の

時
で
す
。

　

軍
属
に
な
っ
た
後
、
医
療
品

や
患
者
を
運
ぶ
日
本
軍
の
貨
物

列
車
に
乗
っ
て
満
州
を
移
動
し

て
い
た
時
、
戦
闘
機
に
襲
わ
れ

て
機
銃
掃
射
を
浴
び
ま
し
た
。

列
車
は
屋
根
も
な
く
無
防
備
で

し
た
か
ら
、
機
銃
を
浴
び
な
が

ら
、
線
路
脇
に
あ
っ
た
日
本
軍

が
官
舎
を
爆
破
し
た
跡
に
身
を

ひ
そ
め
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て

す
ぐ
に
飛
び
出
た
人
た
ち
は
無

事
で
し
た
が
、
列
車
が
被
害
を

受
け
ま
し
た
。そ
の
列
車
に
は
、

機
銃
掃
射
の
弾
が
お
尻
か
ら
入

っ
て
内
臓
を
貫
通
し
て
し
ま
っ

た
少
年
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

私
よ
り
少
し
年
上
で
、
武
器
を

つ
く
る
鉄
工
所
に
徴
用
さ
れ
、

送
ら
れ
る
途
中
で
し
た
。

　

機
銃
の
弾
が
抜
け
た
所
は
、

バ
ア
ッ
と
破
裂
し
て
血
が
吹
き

出
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
少
年
は
、
看
護
し
て
い
た
私

の
手
握
っ
て
「
か
あ
ち
ゃ
ん
、

か
あ
ち
ゃ
ん
」と
泣
い
て
い
て
、

ん
で
し
た
。
薬
は
使
い
切
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
少

年
に
対
し
て
私
は
何
に
も
し
て

あ
げ
ら
れ
ず
、
た
だ
食
塩
水
を

点
滴
し
た
だ
け
。
少
年
は
１
週

間
苦
し
み
続
け
て
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
看
護
を
し
て

い
る
中
で
、誰
一
人
と
し
て「
天

皇
陛
下
万
歳
」
と
言
っ
て
亡
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
中
国

で
は
内
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

私
は
指
導
医
の
佐
々
木
医
師

に
説
得
さ
れ
、
佐
々
木
医
師

に
つ
い
て
い
く
形
で
中
国
人

民
解
放
軍
の
看
護
婦
と
し
て

遼
吉
軍
区
第
２
軍
分
区
衛
生

部
に
所
属
し
ま
し
た
。

　

看
護
と
い
う
技
術
を
も
っ

た
私
や
姉
が
い
た
た
め
、
家

族
の
待
遇
は
決
し
て
悪
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
に
帰
っ
て
来
ら
れ

た
の
は
１
９
５
３
年
８
月
で

し
た
。

　

そ
し
て
帰
国
の
船
が
着
い

た
舞
鶴
で
大
師
診
療
所
の
三

浦
さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら

い
、
私
は
岡
田
久
医
師
（
川

崎
医
療
生
協
初
代
理
事
長
）

た
ち
と
一
緒
に
川
崎
で
働
き

始
め
た
の
で
す
。

私の戦争体験

私
も
泣
き
ま
し
た
。
ま
だ
看
護

師
の
卵
だ
っ
た
上
、
こ
ん
な
重

症
患
者
は
初
め
て
で
し
た
。
し

か
し
軍
医
は
「
そ
ん
な
こ
と
で

泣
く
奴
が
お
る
か
！　

そ
れ
で

も
貴
様
、
看
護
婦
か
」
と
、
長ち

ょ
う

靴か

を
履
い
た
足
で
私
を
蹴
と
ば

し
ま
し
た
。
何
か
言
い
返
し
た

か
っ
た
け
れ
ど
何
も
言
え
ま
せ

　

博
物
館
・
美
術
館
の
複
合
文

化
施
設
と
し
て
１
９
８
８
年
に

開
館
し
た
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
、
１
９
９
０
年
４
月

に
行
っ
た
写
真
展
、「
女
性
の

ま
な
ざ
し
日
本
と
ド
イ
ツ
の
女

性
写
真
家
た
ち
」
の
展
示
作
品

の
図
録
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
初
の
写
真
部
門
を
持
つ

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
手
が
け

た
本
展
は
、
そ
れ
ま
で
男
性
優

位
社
会
を
反
映
し
主
に
被
写
体

の
位
置
に
い
た
女
性
た
ち
が
、

女
性
の
社
会
参
加
を
め
ざ
し
た

た
た
か
い
の
高
揚
と
響
き
合
う

か
の
よ
う
に
、
撮
る
側
に
も
な

り
始
め
た
こ
と
の
意
味
を
問
い

か
け
る
企
画
と
し
て
注
目
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
展
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
女

性
写
真
家
は
ド
イ
ツ
か
ら
10

人
、
日
本
か
ら
７
人
で
、
図
録

で
は
、
各
写
真
家
の
「
写
真
」

や
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
が

作
品
と
共
に
記
録
さ
れ
、
興
味

を
ひ
き
つ
け
ま
す
。
な
か
で
も

圧
巻
な
の
は
同
展
を
担
当
し
た

学
芸
員
、
深
川
雅
文
と
平
木
収

が
残
し
た
文
章
で
す
。

　

深
川
は
、「
女
性
が
社
会
の

周
縁
に
置
か
れ
『
男
性
原
理
』

が
支
配
し
て
き
た
社
会
の
中

で
、
科
学
の
進
歩
と
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
共
存
、
核
兵
器
の
開
発
、

全
人
類
を
幸
福
に
し
な
い
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
進
展
、
自
然
環

境
の
破
壊
な
ど
が
あ
ら
わ
に
な

っ
た
」
と
指
摘
。
そ
の
な
か
で

女
性
写
真
家
が
挑
ん
だ
写
真
表

現
の
特
徴
と
可
能
性
を
論
考
し

て
い
ま
す
。
ま
た
平
木
は
、
同

展
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
語
る

と
と
も
に
、「
写
真
に
託
さ
れ

る
人
間
性
、
創
造
性
を
常
に
見

据
え
て
い
く
と
同
時
に
、
そ
れ

ら
を
介
し
て
時
代
と
社
会
を
鋭

く
捉
え
る
キ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
、

市
民
、
来
館
者
各
位
と
共
に
共

有
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と

に
、
二
人
は
、
美
術
館
・
博
物

館
運
営
に
も
経
済
効
率
性
の
論

理
が
台
頭
し
、
指
定
管
理
者
制

度
が
導
入
さ
れ
た
の
を
機
に
、

同
館
を
辞
し
て
い
ま
す
。

　

本
図
録
は
、
川
崎
市
市
民
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
（
税
込
５
２
３
円
＋
送

料
）
で
入
手
で
き
ま
す
。

編
集
委
員　

木
下
隆
成

被
写
体
か
ら
撮
る
側
へ
、

　

女
性
写
真
家
の
胎
動
を
と
ら
え
た
写
真
展
の
記
録

「
女
性
の
ま
な
ざ
し

日
本
と
ド
イ
ツ
の
女
性
写
真
家
た
ち
」展
図
録

　図録「女性のまなざし：日本とド
イツの女性写真家たち」（21.4㎝×2
8㎝／120ページ／1990年度出版／税
込523円）。別途送料がかかります。
本図録は川崎市市民ミュージアムの
刊行物で、一般の書籍とは異なりま
す。問い合わせ・購入は同館オンラ
インショップまで。ホームページか

らアクセスできます。
h t t p s : / / w w w .
kawasaki-museum.jp/

戦
争
の
加
害
展
、麻
生
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

知
る
こ
と
で
未
来
が
見
え
る

川
崎
市
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
拠
点
事
業
と

介
護
保
険
制
度
を
テ
ー
マ
に
学
習
会

　

近
代
日
本
が
戦
争
等
で
行
っ

た
「
加
害
」
に
焦
点
を
あ
て
た

「
戦
争
の
加
害
展
㏌ 
麻
生
２
０

２
３
」（
麻
生
平
和
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
）
が
、
３
月
17

日
か
ら
麻
生
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
川
崎
市
麻
生
区
）
で
開
か
れ

ま
す
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
展
は
、「
人
間

は
、
自
分
自
身
以
外
の
体
験

や
過
去
の
歴
史
か
ら
学
び
、

将
来
の
た
め
に
生
か
す
こ
と

の
で
き
る
唯
一
の
動
物
だ
。

戦
争
の
悲
惨
さ
や
非
道
性
を

被
害
の
歴
史
か
ら
だ
け
で
な

く
、
加
害
の
事
実
か
ら
も
と

ら
え
て
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
」
と
の
考
え

に
基
づ
く
も
の
で
、
主
催
者
は

「
多
く
の
人
が
こ
の
機
会
に
史

実
を
確
か
め
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
で
秘
密
戦
の
中
核
を
担
っ

た
陸
軍
登
戸
研
究
所
と
、
同
研

究
所
と
関
連
が
深
い
関
東
軍
防

疫
給
水
本
部
（
７
３
１
部
隊
）

に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
と
と
も

に
、
明
治
維
新
以
降
の
日
本
の

侵
略
の
足
掛
か
り
の
地
と
し
て

侵
略
へ
の
加
担
を
強
要
さ
れ
た

韓
国
の
歴
史
が
掘
り
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

会
場
の
麻
生
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘

駅
の
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
。
22

日
（
20
日
は
休
館
）
ま
で
で
、

各
日
と
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

日本軍慰安婦を象徴する「平
和の少女像」（ソウル市）

　

川
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

が
、
川
崎
市
の
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
拠
点
事

業
（
支
援
拠
点
事
業
）
と
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
３

月
24
日
に
学
習
会
を
行
い
ま

す
。
支
援
拠
点
事
業
と
は
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

職
員
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
一
緒
に
自
宅
へ
伺
い
、
一

緒
に
よ
り
良
い
生
活
支
援
を

考
え
る
」
と
い
う
も
の
で
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
つ

か
っ
た
ウ
ェ
ブ
形
式
で
行
わ

れ
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
主
催
は
、
地
域
住
民
や

川
崎
医
療
生
協
の
事
業
の
品

質
向
上
に
と
り
く
む
理
事
会

事
業
所
利
用
委
員
会
で
「
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
活

の
安
心
に
つ
な
が
る
き
っ
か

け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

•学習プログラム　
　介護保険制度について
　講師：疋田勝（老健樹の丘事務長）
　 川崎市地域リハビリテーション支援拠点事業
について

　 講師：村越妙美（老健樹の丘リハビリテーショ
ン支援拠点事業主任）

•日時　３月24日（金）
　午後２時から３時半〈１時半から受付け開始〉

• 申し込み・問い合わせ：各地域健康まちづく
り推進部担当、もしくは本部総務部総務課・
会田（044‒270‒5881）まで。

「大学習会」
川崎医療生協理事会事業所利用委員会主催

患
者
・
組

合
員
に
医

療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス

の
上
手
な

活
用
に
関

す
る
情
報

提
供
や
、
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「認識證明書」戦地の軍隊に随伴し、医療活
動を行う看護師であることを証明した書類
（出展：平和記念展示資料館ホームページ）

詳細はこちらから↑

な
っ
た
人
は

い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の

少
年
の
よ
う

に
、
皆
「
か

あ
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ん
で
亡

く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
す

ぐ
に
ソ
連
軍

の
侵
攻
と
日

本
の
敗
戦
が


